










































































































































































































































































たとえば、「3 つの言語で話した相手」の異なり人数が 2 人で、延べ人数が 8
人になっていることについては、3 つの言語で話した相手は「カン・プンさん」










英語で話した相手 39 人 71 人
中国語で話した相手 23 人 23 人
カチン語で話した相手 11 人 20 人
ビルマ語で話した相手 12 人 19 人
タイ語で話した相手 1 人 1 人
シャン語で話した相手 1 人 1 人
ヒンディー語で話した相手 1 人 1 人








3 つの言語で話した相手 2 人 8 人
2 つの言語で話した相手 7 人 8 人
1 つの言語で話した相手 68 人 96 人
合計 77 人 112 人
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「39 人の相手と 71 地点で話した」と考えるとわかりやすいかもしれない。
表 2 に示したように、言語別に数えると、高野氏が会話した相手は、延べ































1．成都 6 人 6 人
2．宜賓 1 人 1 人
3．珙県 1 人 1 人
4．威寧 4 人 4 人
5．大理 3 人 3 人
6．瑞麗 6 人 3 人 2 人 2 人 1 人 1 人 15 人
7．盈江 1 人 2 人 2 人 5 人
8．ライザ 2 人 2 人
9．パジャウ 2 人 1 人 3 人
10．ウタウ 1 人 1 人 2 人
11．スンブラ・ヤン村 1 人 1 人
12．パンツァオ村 1 人 1 人
13．ンマイカ 1 人 1 人 2 人
14．ゾウ行軍の休憩地 1 人 1 人
15．第一旅団本部 1 人 1 人 2 人
16．ガー・カバー村 1 人 1 人 2 人 2 人 6 人
17．第十一大隊キャンプ 2 人 2 人
18．第二旅団本部 2 人 3 人 1 人 6 人
19．タナイ 3 人 1 人 1 人 5 人
20．ダル 2 人 1 人 1 人 4 人
21．ダガ 5 人 2 人 2 人 9 人
22．スム・リー村 2 人 2 人 2 人 6 人
23．ロン・リ村 2 人 1 人 2 人 5 人
24．ルン・コン村 1 人 1 人
25．ラ・ホン村 1 人 1 人
26．ナガ軍（K）カウンシル 8 人 1 人 4 人 13 人
27．ラ・ホン村 3 人 3 人
28．ディブルガ 4 人 4 人
29．モクコチュン 12 人 12 人
30．ディマプール 4 人 1 人 5 人
31．カルカッタ 5 人 5 人























































17 地点 1 人 ・ゾウ・リップ《英語》
7 地点 1 人 ・ラ・トイ大尉《ビルマ語、カチン語、英語》
4 地点 2 人 ・クガル《英語》
・サン・オウン《英語》
3 地点 2 人 ・オウン・テ中尉《カチン語》
・ワパン《英語》
2 地点 3 人 ・ラ・セン中尉《ビルマ語、カチン語》
・ツァム・ヤン大佐《英語》
・セントゥ《英語》



















































































22．スム・リー村 ● ● ●
23．ロン・リ村 ● ● ●
24．ルン・コン村 ●
25．ラ・ホン村 ●
26．ナガ軍（K）カウンシル ● ● ● ● ● ●
27．ラ・ホン村 ● ●
28．ディブルガ ● ●


















ラ・セン中尉《ビルマ語、カチン語》 0 0 0
ツァム・ヤン大佐《英語》 1 0 1
ゾウ・リップ《英語》 1 0 1
ラ・トイ大尉《ビルマ語、カチン語、英語》 1 1 2
オウン・テ中尉《カチン語》 0 0 0
セントゥ《英語》 0 2 2
クガル《英語》 0 1 1
サン・オウン《英語》 1 1 2



























要した時間は約 4 カ月であり、その間に話した外国語は 7 種類である。会話し
た相手は 77 人であるが、地点別にカウントすると 112 人になり、さらに、そ
れを言語別にカウントすると 136 人になる。
会話した相手の人数を数える際には、複数地点にまたがって会話した相手が
いるため、「異なり・延べ」という概念を使用する必要が出てくる。さらに、
複数言語で話した相手がいるために、そこでも「異なり・延べ」という概念を
使用しなければならなくなる。つまり、会話の相手が複数地点・複数言語にま
たがっているために、「異なり・延べ」という概念を二重に使用しなければな
らなくなり、会話相手の人数を数えるだけでもかなりややこしくなる。
高野氏が会話した相手は、まず、単純に量が多いのだが、それだけでなく、
1 言語でしか話さなかった人がいる一方で、3 言語で話した人もいるし、さらに、
1 地点でしか話さなかった人もいれば、17 もの地点で話した人もいる。本稿で
の観察によって浮かび上がったのは、そのような言語使用の実態である。
成都からカルカッタまでの高野氏の移動を「旅行」と呼んでいいものかどう
かはわからないが、このぐらいの距離の移動を楽しむ旅行者はいるだろうし、
また、4 カ月以上にわたって外国に滞在する人も少なくはないだろう。しかし、
（50）
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そのような人たちであっても、『西南シルクロードは密林に消える』における
高野氏ほどの外国語使用を経験することは、まずないであろう。
どうすれば、これほど豊富で濃密な外国語使用を経験できるのであろうか。
そのような方法についての考察や、外国語教育・外国語学習への提言について
は、稿を改めて述べたいと思う。
注
1） ただし、高野氏によれば、この時点ではヒンディー語の能力はまったくなく、「車
内警察の男」の身振りを察して対応したのみである、とのことである。
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